
 

市民福祉部 高齢福祉課 湯浅　圭介

ハード事業

介護保険サービス実施施設等整備事業

介護保険サービス実施施設等整備事業

一般会計

14

3.民生費 - 1.社会福 - 4.高齢者

　消防法施行令等の一部改正により、認知症高齢者グループホームなどの小規模社会福祉施設についても、消

防用設備等の設置が義務づけられた。対象となる施設においてスプリンクラー等を設置した事業所の運営法人

に対し、補助金を交付した。

(福)長生園グループホーム幸せの里　　　　　　　3,466,000円（負担金、補助及び交付金）

(福)アイリス福祉会グループホームかたらいの家　2,887,000円（負担金、補助及び交付金）

(福)長生園グループホーム幸せの里　　スプリンクラーの整備及び自動火災報知設備の設置

(福)アイリス福祉会グループホームかたらいの家　　スプリンクラーの整備
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１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 252

現年

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　市内の対象施設におけるスプリンクラーの早期かつ効率的な整備を促進し、施設の防火安全対策の強化を

図る。

②事業を実施する必要性

　認知症高齢者グループホーム等においては、入所者が火災発生時にその危険性を認識できなかったり、又

は危険性を認識できたとしても自力で避難する能力に著しく乏しい場合があるため、防火安全対策の強化と

いう点から本事業の必要性は極めて高い。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

6,353 4,230 0 0
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 0 0 0
0 0 0 0

6,353 4,230 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

0.05
376

6,729

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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　認知症高齢者グループホームに入所する高齢者が安心安全な生活を送るため、必要不可欠な事業である。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

■平成21年度の所属長評価
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